
＜申請に必要な「事業計画」作成にあたり、ご協力をお願い致します。＞
※現在、予定している範囲でけっこうですので、なるべく具体的にご入力いただけますと幸いです。

learningBOXの導入先についての情報を記載お願いします。
●学年、年齢：


●学科：


●教科：


●クラスの数：


●1クラスあたりの人数：
[bookmark: _GoBack]

●合計導入人数：


●導入理由や目的（解決・改善したい課題）：



●期待する変化：



●活用したいlearningBOXの機能：





※下記以降は弊社で入力致しますので、入力無しで大丈夫です。
作成の参考にして頂ければと思います。



＜事業計画＞
EdTech導入実証事業を行う現場となる学校等教育機関を具体的に例示し、その現場において貴社が予定する実証事業の狙いと計画について、以下①から③の点に必ず触れながら具体的に記載してください。

1 貴社が導入実証を行いたいEdTechソフトウェア・サービスの強みは何か、それによって導入先の学校等教育機関の児童・生徒・教職員が抱えるどのような課題を解決・改善するのか。
2 貴社が導入するEdTechソフトウェア・サービスによって、児童・生徒の学び方や授業時間の使い方はどのように変化し、教職員の働き方はどのように変化することを見込んでいるのか。
3 貴社は、②の変化をどのように把握・評価する予定か。定量的に捉えることができる場合、その方法も併せて記載されるとなお望ましい。

※参考資料（イメージ図、ロードマップ、その他詳細資料）を別添として添付できる。これは字数にはカウントされない。
※①～③の項目ごとの字数配分は自由だが、下記の記載例のように、項目立てて記載すること。


（字数制限2000字）（半角・全角スペース：1文字　改行：2文字としてカウント）
【1 について（解決・改善したい課題）】


【2 について（期待する変化）】


【③について（評価の方法）】






■記載例
（字数制限2000字）（半角・全角スペース：1文字　改行：2文字としてカウント）
○○企業の実施する実証事業の狙いと計画
【①について（解決・改善したい課題）】
弊社の「○○○」の機能および大きな特徴は、・・・
・
・
・
例えば、今回の導入先の一つである○○市立○○中学校において、弊社の「○○○」を導入して改善したい課題を次の３点とした。
課題１.ひとりひとりの理解度に応じた新しい授業形態（個別最適化、分散登校等への対応）
課題２.教職員の多忙感の解消、働き方改革　（教材や宿題作成、学習ログ作成、成績管理）
課題３.不登校生徒の学びの保障　　　　　　（学校の教材や宿題の提供、映像教材の提供）


【②について（期待する変化）】
課題１について
　一斉に行う従来の授業形態から、個々の理解度に応じたレベルの問題を提供できるEdTech教材を活用する授業形態に変えることで、理解度の向上や効率の良い知識技能の定着が期待できる。また、単元を超えた学習や振り返り学習をする等、ひとりひとりが授業時間を有効に活用することできる。
さらに・・・・
課題２について
　・・・・・・・・・・・・・・

課題３について
　・・・・・・・・・・・・・・

【③について（評価の方法）】
課題１の評価方法について
今年度、○○中学校では「○○○」を○学年（約○○名）の数学と英語に導入し実証を行う。数学については、週５時間のうち２時間、英語については週４時間のうち１時間を予定している。効果測定には、弊社の「○○○」の○○機能を使い、毎回の授業の生徒の満足度、小テストの結果等を学習ログとして蓄積し、・・・・・

課題２の評価方法について

課題３の評価方法について



